
 

（第２号様式）   
令和７年３月31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜国際高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月15日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・世界市民として自立

し、探究心、知識、思

いやりに富み、豊かな

世界観を身に付けたグ

ローバルリーダーの育

成に向けて、質の高い

英語教育、多様な言語

や文化の学び、及び探

究的な学びを重視した

国際教育の取組を推進

する。 

・国際科及び国際バカロ

レアコースの特色ある

教育課程を生かし、２

つの教育課程間を含む

教科横断的なカリキュ

ラム・マネジメントを

推進する。 

・ＩＣＴの利活用を図

り、みずから課題を発

見し課題解決を図る探

究学習を推進する。 

・２つの教育課程に共通し

た校内授業研究テーマを

設定し、それに基づき各

教科で授業研究を進め、

その取組の成果を公開研

究授業で検証する。 

 

・探究活動を深めるための

授業研究を進めるととも

に、探究の成果発表会の

充実を図る。 

・学校としての校内授業研

究テーマ及び各教科の研

究テーマを設定し、それ

に基づく授業研究を進め

て、公開研究授業を実施

できたか。 

 

・総合的な探究の時間にお

いて、学習目標の達成に

向けた取組が実施できた

か。 

・２つの教育課程に共通
する、探究を核とした校
内授業研究テーマを設定
し、授業研究を進めて、
その成果を公開研究授業
で検証した。 
 
 
・高校での探究活動が大
学入学後の研究にどのよ
うに接続していくか等に
ついて、大学生や大学院
生による講演会・パネル
ディスカッションなどを
実施し、理解を深めるこ
とができた。 

・個別最適な学びや協
働的な学びの実現に向
けて、引き続き、前年
度を踏まえた校内授業
研究テーマを設定し、
より効果的な公開研究
授業を実施していく。 
 
・本校における系統的
な探究活動の充実をめ
ざして、１・２年次の
日本語による探究活動
と３年次の英語による
探究活動の接続を明確
化していく必要があ
る。 

・令和４年度入学生から
実施された現行の学習指
導要領については、全年
次でその教育課程が実施
される年度となってい
る。この時点で、どのよ
うな課題があるか、検証
をお願いしたい。 
 
・横浜国際高校での探究
の学びが総合型選抜に活
かされている。チュータ
ー制についても大変よい
制度である。今後は、総
合的な探究の時間と教科
との連携をより一層深め
てほしい。 

・カリキュラム・マ
ネジメントの視点を
明確に持ち、国際科
とＩＢの２つのコー
スが相互に連携し、
より質の高い教育活
動を実施していく必
要がある。 
 
・探究で身に付けた
力を生かし、学力向
上進学重点校エント
リー校として、指標
の達成に向けた中長
期的な計画を策定し
ていく。 

・来年度は、これ
までＩＢ単独で行
っていた体育の授
業を国際科と合同
で行う。また、探
究の時間をはじめ
として、国際科と
ＩＢが共同で実施
できる教育活動を
検討する。 
 
・指標４にある探
究に係る全国のコ
ンテストに参加す
る目標を立てる。 

２ 生徒指導・支援 

・多様で柔軟な生徒支援

体制及び相談体制を推

進し、規範意識を身に

付けさせるとともに、

生徒の自己理解と相互

理解を深めるきめ細か

な指導・支援を行う。 

・学校外の教育力も活用

し、生徒の状況を把握

するとともに、職員間

の情報共有を図り、適

切な指導・支援につな

げる。 

・学校生活を通じて生徒

に自主自立の力が身に

付くように指導する。 

・ＳＣやＳＳＷ等との連

携、ケース会議の開催等

をとおして職員の情報共

有を図り、生徒が抱える

課題の把握及び適切な指

導・支援を行う。 

・生徒の自主的な活動や行

事等をとおして自主自立

の力を身に付けさせる。 

・かながわサポートドック

の効果的な活用を含め、

生徒の課題の把握及び適

切な指導・支援が実施で

きたか。 

 

・学校行事や部活動等、生

徒の主体的な活動を支援

できたか。 

・各年次の中では比較的
早い段階から課題の情報
共有を行うことができて
きている。そこから教育
相談コーディネーターを
通じてＳＣやＳＳＷへ繋
げることができた。 
 
 
・生徒会本部や実行委員
会をはじめとして、生徒
の主体的な運営を実施す
ることができた。 

・課題のある生徒につ
いて、年次、教育相談
コーディネーター、Ｓ
Ｃ、ＳＳＷ、管理職等
が組織的に対応してい
くための打合せ等を行
う必要がある。 
 
 
・生徒の主体的な活動
について、職員の側も
状況を把握する体制づ
くりをさらに進める。 

・生徒が抱えるさまざま
な課題は保護者としても
対応に苦慮している。学
校外の専門機関とも連携
し、生徒や保護者の困り
感を少しでも少なくする
取組をお願いする。 
 
 
・国際交流活動について
は、職員の側の負担もあ
るが、学校の特色でもあ
るので、今後も充実させ
てほしい。 

・かながわサポート
ドックの活用、及び
職員間の情報共有に
よって、生徒が抱え
る課題の早期発見に
つなげることができ
てきている。今後、
早期発見できた課題
について、学校外の
教育力とも連携しな
がら個に応じた適切
な指導を図る必要が
ある。 

・年間を通して生
徒が精神的に不安
定になりやすい時
期があり、そうし
た時期に合わせ
て、かながわサポ
ートドックや面談
等を効果的に配置
していきたい。 

３ 進路指導・支援 

・海外を視野に入れた生

徒の進路希望の実現に

向け、学習意欲を高

め、幅広い学力の習得

と定着を図り、組織

的・計画的な進路指導

を行う。 

・生きる力の育成を目指

し、自主的に将来の進

路や職業について深く

学び、人生設計ができ

る資質・能力を育む。 

・日々の授業に積極的に

取り組む姿勢を身に付

けさせるとともに、み

ずからの学力を的確に

把握し、将来の目標設

定ができる力を育成す

る。 

・生徒個々の進路希望の

状況を踏まえ、総合型

選抜から一般選抜ま

で、多様な入試に対応

できる進路指導体制の

構築を図る。 

・国内及び海外への進学に

向けて３年間を見通した

系統的な指導を実施す

る。 

 

 

・カレッジカウンセラー及

び学校外の教育力も活用

しながら、進路実現につ

ながる情報の収集を進

め、適切なタイミングで

進路説明会や面談等を実

施する。 

・ガイダンスルームの整備

と充実、チューター制の

活用推進、模試の効果的

な振り返り等によって、

３年間を見通した計画的

な進路指導体制をつくる

ことができたか。 

・学校外の教育力も活用し

ながら、生徒及び保護者

に時機を得た情報提供を

行って、進路実現につな

げることができたか。 

・学校推薦型選抜及び総
合型選抜など年内入試の
比重が大きくなっている
中で、高校での学習活動
の実績を年内入試に活用
する支援について充実さ
せることができた。海外
大学への進学について
は、早くから情報を集
め、適切なサポートをす
ることができた。 
 
・ガイダンスルームの資
料整理を行い、生徒が利
用しやすい進路室づくり
を進めた。また、大学等
が主催する体験講座など
に関して、わかりやすい
掲示を行って生徒のキャ
リア形成意識を高める取
組を行った。 

・現在、ガイダンスグ
ループに置いている３
人のカレッジカウンセ
ラーについて、そのう
ち１人を来年度はＩＢ
グループに置き、より
海外大学進学に向けた
研究をしていきたい。
また、学校外の教育力
の活用も図りたい。 
 
 
・横浜国際高校におけ
る３年間の系統的なキ
ャリア形成プランをあ
らためて作成し、各生
徒が見通しをもって進
路実現に向けて活動で
きるようなマイルスト
ーン（中間目標地点）
をつくっていく。 

・現在、多くの大学の入
試で英語の外部検定試験
が活用されている。英検
の受験・合格状況をみる
と生徒もよく頑張ってい
るようであるが、引き続
き、外部検定試験に向け
ても指導をお願いした
い。 
 
 
 
 
・大学入試のあり方が多
様化しており、情報収集
が大切である。奨学金の
申込なども含めて、生
徒・保護者への情報提供
とサポートを引き続きお
願いしたい。 

・年々比重が大きく
なっている年内入試
に向け、職員が組織
的に生徒を支援する
体制づくりができて
きている。今後は、
担任やチューターが
より連携を図りなが
ら、きめ細かい指導
を充実させていく必
要がある。 
 
・年内入試だけでな
く年明けの一般入試
についても、学校と
して組織的な指導の
あり方を追求してい
く必要がある。 

・カレッジカウン
セラーをＩＢグル
ープにも置くこと
で、これまで以上
に海外大学進学に
向けたノウハウを
蓄積していく。 
 
 
 
 
 
・進路実現に向け
たマイルストーン
を年次ごとに明示
し、生徒が安心し
て学習に向かうこ
とができるキャリ
ア教育を実施して
いく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月15日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

・環境問題や社会奉仕に

ついて取り組み、生徒

が主体的に関わりなが

ら、地域に開かれた学

校づくりを行うととも

に、地域社会や国際社

会に貢献できるように

する。 

 

 

 

 

・広報活動の推進、学校

運営協議会の活用及び

地域の町内会や小・

中・特別支援学校等と

の連携をとおして、地

域社会に開かれた学校

づくりを推進する。 

 

・高大連携や各種ＮＰＯ

との連携等を通して、

国際社会に貢献する意

識を高める。 

 

・学校説明会や学校ホーム

ページの充実を図るとと

もに、地域と連携した取

組を推進する。 

 

 

 

 

・高大連携協定を結ぶ東京

外国語大学や清泉女子大

学との連携を充実させる

とともに、生徒が自主的

に進める各種ＮＰＯとの

連携を支援する。 

・本校を志望する中学生や

その保護者、及び一般県

民をはじめとした外部に

本校の魅力が伝わる学校

説明会ができたか。ま

た、充実した学校ホーム

ページを作成することが

できたか。 

・大学や各種ＮＰＯとの連

携等を通じて、国際社会

に貢献する意識の醸成が

できたか。 

・学校説明会では、多く
の中学生や保護者に来校
いただき、効果的な広報
活動を実施することがで
きた。学校説明会では姉
妹校交流など、これまで
以上に生徒によるプレゼ
ンテーションを充実さ
せ、アンケートなどでも
良い評価を得た。また、
アラビア語の体験講座も
実施することができた。 
 
・高大連携協定を結ぶ大
学だけでなく、国際基督
教大学（ＩＣＵ）の大学
院生によるパネルディス
カッションを実施するな
ど、広く大学の教育力を
活用する取組ができた。
地域については、例年と
同様、防災訓練を共同実
施したり、部活動が地域
のお祭りで発表したりす
るなど、協働を深めるこ
とができた。 

・入学者選抜の志願状
況をみたとき、海外帰
国募集やＩＢについて
の広報活動をより充実
させる必要がある。 
・第二外国語について
は、入学前の広報活動
について引き続き検討
を進めていきたい。 
 
 
 
 
・大学や研究機関な
ど、学校外の教育力を
さらに利活用する取組
を検討していきたい。 
また、地域との協働に
ついては、さまざまな
行事への参加を通じて
生徒の自己肯定感や自
己有用感を高める取組
をしていきたい。 

・海外帰国特別募集の志
願者数が少ないことにつ
いては、コロナの影響も
あって、帰国家庭そのも
のの数が少なくなってい
るので、あまり課題に思
わなくてよいと考える。 
・第二外国語について
は、学校の特色でもある
ので、引き続き広報に努
めてほしい。 
 
 
・地域との共同防災訓練
や部活動における地域の
行事への参加は、生徒の
自己肯定感や自己有用感
を高めるよい機会とな
る。可能な範囲で進めて
ほしい。大学との連携に
ついては連携協定校だけ
でなく、その時々で必要
な人材を提供してくれる
組織や機関と連携を取っ
てほしい。 

・全公立展、公私合
同説明・相談会、及
び本校が主催する学
校説明会等で、生徒
が説明したり運営し
たりする部分につい
て良い評価を得た。
今後は、授業や姉妹
校交流などの動画を
充実させていきた
い。 
 
 
・大学や地域との連
携・協働について
は、コロナ禍前の状
況に戻ってきてい
る。今後は、日常の
授業との関連をより
一層明確にしていき
ながら、連携・協働
を推進していく。 

・学校説明会にお
ける動画の内容を
充実させていく。
またホームページ
等で第二外国語や
ＩＢの学びについ
て情報発信を高め
ていきたい。 
 
 
 
 
 
・学校外との連
携・協働について
は、あらためて教
育目標に照らし、
その役割の明確化
を意識し、実施後
の振り返りについ
てもしっかり取り
組んでいきたい。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・ワーク・ライフ・バラ

ンスに配慮した教員の

働き方改革を推進す

る。 

 

・生徒の安心・安全のた

めに教育環境を整備

し、併せてコンプライ

アンスの徹底、事故・

不祥事防止に努める。 

 

 

 

 

・ＩＣＴの利活用等によ

ってペーパーレス化に

向けた取組を進め、会

議時間の短縮を図る。 

 

・施設設備の点検と確認

を進めるとともに、避

難訓練の充実を図る。

また、事故・不祥事防

止に向けた取組を推進

する。 

 

 

・ＩＣＴ環境のさらなる整

備を進めると同時に、そ

の活用を図る取組を推進

する。 

 

・危険につながる箇所の点

検や確認を進めるととも

に、実際の場面を想定し

た効果的な避難訓練を実

施する。また不祥事防止

の研修等を通じて事故・

不祥事につながる事案の

背景や防止策について職

員で情報共有を行う。 

 

・会議のペーパーレス化を

進めることができたか。

また、働き方改革に向け

た取組を推進することが

できたか。 

・定期的に施設設備の点検

行うとともに、工夫ある

避難訓練が実施できた

か。また、事故不祥事防

止につながる研修を実施

できたか。 

・職員会議等のペーパー
レス化を進めて会議の縮
減を進めた。また、生徒
の欠席連絡システムを導
入し、職員の電話対応を
少なくする取組を行っ
た。 
 
・学校周辺の危険箇所の
認識を深めるためにＤＩ
Ｇ研修を実施するととも
に、定期的に施設設備の
点検を行った。また、よ
り実践的で効果的な避難
訓練をめざし、従来はＬ
ＨＲに行っていたものを
授業中に行い、安全な避
難のあり方を訓練した。
事故不祥事防止について
は、管理職だけでなく、
職員が課題意識をもって
全体に説明する取組を行
った。 

・働き方改革をより一
層進めるために、電話
の自動音声導入に向け
た準備を進める。ま
た、部活動顧問のあり
方を見直し、負担の軽
減を図る。 
 
・管理運営グループに
おける業務のみえる化 
をさらに進め、個人に
付いている仕事から、
組織的に分担できる業
務のあり方をさらに推
進する。 
・リース端末（タブレ
ット端末）について
は、１台が見つからず
紛失として処理せざる
を得ない案件が生じ
た。端末の管理につい
て徹底する。 
 

・教員の働き方改革につ
いては、できるところか
ら取組を進めていただい
ている。コミュニティス
クールもできるところは
土曜開催でなく平日開催
を検討してもよい。 
 
・避難訓練は従来のＬＨ
Ｒでの実施ではなく、は
じめて授業中に実施した
ことは良いことである。
大学などでも、非常勤講
師が学生を避難誘導でき
るように、教室に誘導マ
ップを備え付けている場
合がある。横浜国際高校
は、非常勤講師が多く、
移動教室も多いので、こ
れからより一層工夫をし
た避難訓練を考えていく
とよい。 

 

 

 

 

・オンライン会議や
ペーパーレスについ
て、少しずつ導入が
進んできている。 
今後は、土曜開催の
行事の精選をさらに
図っていく。また、
ＩＣＴについては、
生徒の学習用及び教
員の業務用いずれ
も、ＡＩの効果的な
利活用について検討
を進める。 
 
・生徒の安心・安全
のための取組につい
ては、避難訓練の改
善を進めることがで
きた。今後は、施設
設備の点検と確認を
より一層確実に進め
ていく。また、リー
ス端末の管理などを
適正に行う。 

・働き方改革をさ
らに進め、教員が
生徒に対応できる
時間が増えるよう
業務改善を進めて
いく。ＡＩの利活
用については、生
徒の学習で活用す
る場面と教員の業
務で活用する場面
の双方において、
研修の機会をつく
っていく。 
 
・地震や火災など
の緊急時の対応に
ついては、非常勤
講師がすぐに対応
できるようなマニ
ュアルづくりを検
討する。事故不祥
事防止について
は、定期的な研修
だけでなく、日常
の中で適宜適切に
声かけを行ってい
く。 

 

 


